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平成28年熊本地震による斜面災害
の初動調査と課題

（日本地すべり学会初動調査団）

新潟大学 災害・復興科学研究所 所長・教授 福岡 浩

防災科学技術研究所 主任研究員 酒井直樹

本日の内容
１．地すべりの分類
２．今後の課題

謝辞：情報を提供いただいたアジア航測・小川紀一郎氏、千葉達朗氏、空撮の機会をいただいた読売新聞社、朝日新聞社、現地
案内をしていただいた東亜コンサルタント・中濃耕司氏、新潟大学初動調査団を立ち上げた新潟大学田村圭子・新大教授に感謝
致します。

防災学術連携体
熊本地震・緊急報告会（速報版）

空撮および地上踏査ルート
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国土地理院による地すべり分布図

4月14日前震(6.5)の震央

4月16日本震(M7.3)の震央

熊本市

南阿蘇村

益城町

布田川断層

日奈久断層

地すべり分布

（国土地理院電子国土に加筆）

１．阿蘇大橋地区の大
規模地すべり

特長：

（ア）カルデラ尾根沿いなど斜面上部で発生、強震動が増幅されたために
崩壊が多発した中の典型例。地下水がなくても発生する。（斜面下部の水
路が影響した可能性はあり）

（イ）風化した表層の風化火山灰、火砕流堆石物、軽石層で発生。一部クロ
ボクも見える。火山灰質土砂はハロイサイトを含む。

（ウ）斜面流下中に斜面の表層の土砂、スコリア、一部溶岩を抉り規模を拡
大。
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阿蘇大橋地区の大規模地すべり

（朝日新聞社機より福岡浩が撮影）

源頭部：火山灰質の土砂が主体、側方
に開口亀裂も多数みられる

（朝日新聞社機より福岡浩が撮影）

日本学術会議主催公開シンポジウム　熊本地震・緊急報告会(平成28年5月2日） 
日本地すべり学会　福岡　浩



4

阿蘇大橋地すべりの正面写真
末端：溶岩の基岩、道路面から溶岩上面まで抉られた。

基盤の溶岩
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ドローンより撮影：流動中、対岸に土塊が衝突し浸
食が進行した。（動画：東亜コンサルタント・中濃氏提供）

阿蘇大橋の地すべりの脚部付近から源頭部
方向
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阿蘇大橋地すべりの脚部近く、
堆積物の状況

阿蘇大橋地すべりで採取した三種の堆積物
左：火山灰起源の土砂、中：スコリア的火山岩、
右：溶岩（板状）

左の土砂のX線回折解析による鉱物種：地震時に地すべりを起こしやすいとされるハロイサイト
（長石や火山ガラスの風化で生成）、降下火山灰中の主要鉱物である石英と斜長石を含む。
有機物：18.5%の有機物（起源は腐植土）を含む。
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阿蘇大橋地すべりの末端と落橋の一部

背面の尾根付近にも複数崩壊が
発生している。

（朝日新聞社機より福岡浩が撮影）
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クラック多発

カルデラの切れ目
北向き斜面の尾根沿い
で群発した表層崩壊。

尾根上には多数のクラッ
クが発生。後退性地すべ
りにつながるものだけで
はない可能性がある。

火の鳥温泉上部斜面で発生した
流動性崩壊

（朝日新聞社機より福岡浩が撮影）
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火の鳥温泉の流動性崩壊の源頭部：クロボク
下面がすべり面となっている。

（朝日新聞社機より福岡浩が撮影）

２．高野台地区の
流動性地すべり

特長：

（ア）15～20度の緩傾斜で発生し、長距離流動した。幅広いブ
ロックが発生し、三方向に運動した。最も流動したブロックの見
かけの摩擦角は約７度。

（イ）風化したクロボク混じりの火山灰中で発生。粘土鉱物では
ハロイサイトが卓越する。

（ウ）常時帯水層があり強震動下ですべり面液状化が発生し長
距離運動したと推定される。
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高野台地区・京大火山観測施設の緩斜面で発生し
た大規模流動性崩壊：幅広い源頭部から3方向に流
動した。

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）

高野台地区・京大火山観測施設の流動性崩壊の滑
落崖：火山灰とクロボクの混在した土砂、クラックが
多数あり後退性すべりが拡大する可能性大

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）
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高野台地区・京大火山研究センター斜面の
流動性地すべりの滑落崖

流動性地すべりの末端の状況
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流動性地すべり土塊による家屋
の被災状況

高野台地区住宅街と流入した土
塊の先端

日本学術会議主催公開シンポジウム　熊本地震・緊急報告会(平成28年5月2日） 
日本地すべり学会　福岡　浩



13

採取した火山灰が強風化した土
砂（細粒多く、含水比高い）

鉱物種：粘土鉱物はハロイサイトとわずかにカオリナイト類（いずれも長石や火山ガ
ラスの風化で生成）、その他は降下火山灰中の主要鉱物である石英と斜長石を含む。
有機物：13.8%の有機物（起源は腐植土）を含む。

３．烏帽子岳西側斜面
の崩壊誘起土石流

特長：

（ア）主に烏帽子岳西側斜面の渓流沿いの斜面でクロボク土層が崩壊し、土石
流化した。一つの渓流で耕作地、居住地まで到達した。

（イ）大きな先行降雨が２週間前にもかかわらず発生したのは地下水位が常時
浅かったためか。

（ウ）烏帽子岳斜面では途中で止まっている土砂が多数あり、雨期に流動化し
て斜面下方の住宅地に到達する可能性が高い。
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烏帽子岳西側渓流の土石流

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）

烏帽子岳西側渓流沿いの崩壊誘起土石流の
発生源頭部：クロボク主体の材料

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）

日本学術会議主催公開シンポジウム　熊本地震・緊急報告会(平成28年5月2日） 
日本地すべり学会　福岡　浩



15

烏帽子岳西側渓流の土石流（下
流まで未到達）

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）

烏帽子岳西側渓
流の土石流（下
流まで未到達）

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）
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烏帽子岳西側斜面で群発した崩壊、
一部は流動化（下流まで未到達）

（読売新聞社機より福岡浩が撮影）

まとめと課題

• 前震による地すべりは限定的であったが、本震時に南阿蘇村および周辺で群発した。

• 今回発生した地すべりは主に３つのタイプに分類できる。

• １）崖頭、尾根沿いの急斜面で震動増幅作用により表層あるいは十数ｍの深さの崩壊が

群発した。

• ２）緩傾斜の強風化火山灰質斜面のおそらく常時帯水層がある箇所ですべり面液状化

により発生したと考えられる。

• ３）クロボクが卓越した斜面で崩壊誘起土石流が多発。

• 滑落崖の背後、側方にクラックが多数認められる。捜索や雨季に拡大する可能性があり

注意が必要。捜索中は見張りを立てることを強く勧める。今後は対策とともに監視機器

の設置が望まれる。

• 烏帽子岳西側斜面をはじめ多数の地すべり地に不安定土砂が多数残っており、雨期に

流動化する恐れあり。先行降雨がなかったにもかかわらず、土石流が発生したメカニズ

ムについては今後の研究上の課題のひとつである。
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